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　12 月定例会では、９つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の発言順及び発言時

間（答弁含む）は次のとおりです。

　未来市川（111 分）、創生市川・自民党第１（145 分）、公明党（162 分）、地域政党チームいちかわ（77

分）、市民クラブ（77 分）、新しい流れ（94 分）、日本共産党（77 分）、れいわ・無所属・共生の会（77 分）、

創生市川・自民党第２（94 分）

※�２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご覧いただけない場合は、恐れ

入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください（０４７－７１２－８６７３）。

安
全
安
心
な

朝
の
居
場
所

Ｈ

Ｐ

Ｖ

ワ
ク
チ
ン

英
検
３
級
相
当

の
英
語
力

問　
市
は
、
小
学
校
の
始
業
前

に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
朝
の
居

場
所
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を

実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。
各
学
校
に
対
し
、
開
門
30

分
前
に
児
童
が
昇
降
口
前
に
何

人
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
い
学
校

が
15
人
、
最
も
少
な
い
学
校
が

０
人
、
全
校
の
平
均
は
８
人
と

の
こ
と
だ
が
、
昇
降
口
前
に
い

問　
子
宮
頸
が
ん
等
の
予
防
に

問　
令
和
７
年
11
月
に
策
定
し

た
市
川
市
教
育
振
興
大
綱
具
体

化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
７

割
以
上
の
子
ど
も
が
中
学
校
卒

業
時
ま
で
に
英
検
３
級
相
当
の

英
語
力
取
得
を
将
来
像
に
掲
げ

て
い
る
が
、
７
割
以
上
と
し
た

な
く
て
も
、
自
宅
に
１
人
で
い

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

朝
の
居
場
所
が
で
き
る
こ
と
で
、

１
人
で
鍵
を
閉
め
て
登
校
す
る

児
童
は
減
る
と
考
え
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
令
和
８
年
度
か
ら

開
始
予
定
の
た
め
、
早
急
な
準

備
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
地

域
学
校
協
働
本
部
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
協
力

を
得
る
形
で
進
め
て
い
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
９
年
度
に
つ

い
て
も
、
手
法
も
含
め
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

性
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
４

価
と
９
価
の
２
種
類
の
ワ
ク
チ

ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
高
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
接
種

の
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
厚

生
科
学
審
議
会
に
お
け
る
費
用

対
効
果
を
含
め
た
審
議
の
動
向

や
、
費
用
助
成
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
、
県
の
動
向

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

有
効
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
市
は
ど
の
よ

う
に
し
て
周
知
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
男
性
へ
の
本
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
男
女
間
で
の
感
染
を

防
ぎ
、
社
会
全
体
の
感
染
リ
ス

ク
を
下
げ
る
な
ど
の
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
国
に

お
い
て
、
男
性
へ
の
定
期
接
種

化
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
自
治
体
で

は
国
の
決
定
に
先
行
し
て
独
自

の
費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
男

性
接
種
へ
の
費
用
助
成
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
接
種
対
象
者
に
対
し
勧
奨

は
が
き
を
送
付
す
る
な
ど
し
た

ほ
か
、
広
報
い
ち
か
わ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
り
、
再
度
、
接
種
期
限

の
周
知
を
行
っ
た
。
ま
た
、
男

理
由
を
問
う
。
ま
た
、
中
学
３

年
生
に
対
し
、
年
に
１
度
、
英

語
外
部
検
定
試
験
の
受
検
料
を

補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
現
在
、
本
市
中
学
生
の
卒

業
段
階
で
、
国
際
的
な
言
語
指

標
で
あ
る
Ｃセ

フ

ァ

ー

ル

エ

ー

ワ

ン

Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ

ル
、
英
検
３
級
相
当
以
上
の
英

語
力
を
有
す
る
割
合
は
63
・
６

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

小
中
一
貫
し
た
英
語
教
育
の
実

施
に
よ
り
、
中
学
生
の
卒
業
段

階
で
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ
ル
相

当
以
上
の
英
語
力
を
有
す
る
割

合
を
７
割
ま
で
引
き
上
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
英
語

外
部
検
定
試
験
の
受
検
料
を
補

助
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調
査

研
究
し
、
制
度
設
計
も
含
め
た

協
議
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

公

明

党

西
村
　
　
敦

小〔
補
足
質
問
者
〕

山
田
な
お
と

川〔
総
括
質
問
者
〕

畑
い
つ
こ

浅
野
　
さ
ち

久
保
川
隆
志

中
村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

地
域
政
党
チ
ー
ム
い
ち
か
わ

丸
金
ゆ
き
こ

野〔
総
括
質
問
者
〕

口
じ
ゅ
ん

冨
家
　
　
薫

問　
令
和
７
年
度
に
改
定
さ
れ

る
市
川
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
本
市
の
文
化
芸
術
行
政
が

目
指
す
姿
を
明
確
に
す
る
た
め

の
重
要
な
指
針
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
本
市
が
美
術
館

の
整
備
を
行
い
、
持
続
的
な
運

営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、

文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る

市
川
市
ら
し
さ
を
具
体
化
し
、

他
都
市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
次

期
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
美
術

館
構
想
の
整
合
性
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
現
在
の
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
平
成
12
年
度
に
策
定
さ

れ
た
市
川
市
基
本
構
想
に
お
け

る
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「

彩
り
豊
か
な
文
化
と
芸
術
を
育

む
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の

中
・
長
期
プ
ラ
ン
と
し
て
14
年

度
に
策
定
さ
れ
、
令
和
７
年
度

に
目
標
年
次
を
迎
え
る
も
の
で

あ
る
。
現
在
、
次
期
文
化
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
美
術
館
構
想
の

作
成
を
進
め
て
お
り
、
次
期
文

化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、

美
術
館
整
備
に
触
れ
る
と
共
に
、

美
術
館
整
備
の
具
体
的
な
部
分

に
つ
い
て
は
、
美
術
館
構
想
が

担
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
両
者

の
間
に
は
一
貫
性
と
整
合
性
が

保
た
れ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
川
市
文
化
振
興

ビ

ジ

ョ

ン

文化政策の方向性を明確に

市立小学校での英語学習の様子

市
民
ク
ラ
ブ

中〔
総
括
質
問
者
〕

町
　
け
い

つ
ち
や
正
順

石
崎
ひ
で
ゆ
き

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優

し
い
ま
ち
は
、
誰
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
り
、
市

民
が
共
に
支
え
合
う
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

明
石
市
が
市
民
と
一
体
と
な
り

制
定
し
た
「
あ
か
し
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
条
例
」
は
、
様
々
な
分

野
で
優
し
い
ま
ち
を
実
践
し
理

解
を
広
め
る
共
有
型
理
念
条
例

と
い
う
点
が
特
徴
で
あ
る
。
令

和
７
年
度
施
政
方
針
で
は
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
」
を

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
裏
付
け
と

し
て
、
本
市
で
も
仮
称
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

ま
ち
」
は
、
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

様
々
な
場
面
で
社
会
的
立
場
の

弱
い
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う

考
え
で
あ
る
。
条
例
制
定
は
、

地
域
共
生
社
会
や
多
様
性
尊
重

社
会
の
理
念
を
恒
久
的
に
示
し
、

市
民
の
意
識
改
革
を
促
す
た
め

の
手
段
と
な
る
が
、
本
市
で
は
、

第
５
期
市
川
市
地
域
福
祉
計
画

仮
称
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
条
例

な
ど
を
定
め
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
理
念
の
も
と
で
様
々
な
施

策
を
推
進
し
て
お
り
、
実
効
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

そ
の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
多

角
的
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。 誰一人取り残さないまちを（第５期市川市地域福祉計画冊子より抜粋）


